
　 私が建築を学ぶ一方で惹かれ続けてきたのは、高密な都市にひっそりと存在する、建物のたっていない、人々から忘れられた庭

のような場所だった。建築をつくるということとは真逆にある風景に惹かれててしまうという、矛盾や不安と葛藤しているときに、

テラン・ヴァーグという言葉に出会った。２2年前に一人の建築家が当時最も重要な会議の一つであった「any 会議」で発表したこ

の言葉は、まさに、私が惹かれ続けていた風景につけられたものだった。

　修士設計ではこの「テラン・ヴァーグ」についての研究を行いその本質的な価値を提示すると共に、これらを都市の新たな庭とし

て迎え入れるための建築的提案を行うことを試みた。

テラン・ヴァーグ

　その場所で起こった様々なことを想起させながらも、もはや空虚

で占有されていない、不安定で曖昧な場であると同時に〈未知性〉

や自由への期待を想起させる都市空間を示すフランス語の造語。

□ TERRAIN

→正確に区画された土地の広がり。同時に、広大で、さほど厳密に

画定されていない領域（自分たちが部外者であるような何らかの規

定をすでに受けている土地の一区画）

□VAGUE(1)

WOGE →ゆらぎのある、不安定な土地

VACUUM, VACANT →用途や活動が不在の空虚な、占有されていな

い空間。同時に、解放された、利用できる、先約のない、希望・可

能性と期待の空間

□VAGUE(2)

→不確定の、不正確な、ぼんやりした、不明瞭な空間。同時に、こ

のような不在がまさに、可動性、自由な移動、自由な時間への期待

を含んでいるのである

イグナシ・デ・ソラ＝モラレス・ルビオー（Ignasi de Solà-Morales Rubió　1942 - 2001 ）

　スペイン・カタルーニャ出身の建築家／歴史家／哲学者。その場所で起こった様々なことを想起させながらも、もはや

空虚で占有されていない、不安定で曖昧な場であると同時に〈未知性〉や自由への期待を想起させる都市空間を示すフラ

ンス語の造語。ソラ＝モラレスが造った言葉であり、「場所の諸問題」をテーマとした、1994 年の Any カンファレンス〈Any 

Place〉で初めて発表された。

ロジェ・カイヨワ（Roger Caillois　1913 - 1978 ）

　フランスの文芸批評家、社会学者、哲学者。神話、戦争、遊び、夢など、多岐にわたる研究・著作をした。

カイヨワは著書『遊びと人間』において、人間の本質的有用性を遊びに見出し、遊びの重要性を説いた。第一

章でホイジンガの著書『ホモ・ルーデンス』をもとに、遊びを再定義することから論が展開されていく。この

カイヨワの遊びの定義は、ソラ＝モラレスのテラン・ヴァーグの定義と非常に近いことが指摘できる。これは

どちらも出自を同じくし、社会制度や経済活動と表裏一体の関係を結ぶ存在であるからだと言えるだろう。

遊びの定義
□自由な活動。すなわち、遊戯が強制されないこと。むしろ強制
されれば、遊びはたちまち魅力的な愉快な楽しみという性質を失っ
てしまう。
□隔離された活動。すなわち、あらかじめ決められた明確な空間
と時間の範囲内に制限されていること。
□未確定な活動。すなわち、ゲーム展開が決定されていたり、先
に結果が分かっていたりしてはならない。創意の工夫があるのだ
から、ある種の自由がかならず遊戯者の側に残されていなくては
ならない。
□非生産的活動。すなわち、財産も富も、いかなる種類の新要素
も作り出さないこと。遊戯者間での所有権の移動をのぞいて、勝
負開始時と同じ状態に帰着する。
□規則のある活動。すなわち、約束ごとに従う活動。この約束ご
とは通常法規を停止し、一時的に新しい法を確立する。そしてこ
の法だけが通用する。
□虚構の活動。すなわち、日常生活と対比した場合、二次的な現実、
または明白に非現実であるという特殊な意識を伴っていること。

『ぼくの伯父さん』
ジャック・タチ（Jacques Tati , 1907 - 1982 ）

　社会制度や経済と遊びの関係性が鮮やかに描

かれている作品である。子供の遊びと大人の遊

びを行き来できる唯一の人物として伯父さん

（ユロ氏）が登場し、彼とともに映画の鑑賞者

はその両方の世界の遊びを体験する。子供の遊

びは荒地や道端での賭け事、大人の遊びは庭で

のお茶会として、荒地と庭が対照的に描かれる。

映画の中で人々は、この二つの対照的な世界を

優雅に行き来するおじさんを、普段は厄介者と

して扱いながらも、時々羨ましく思ってしまう

のだ。そんなおじさんの背景にテラン・ヴァー

グ的空間が何度も写り込んでいる。

『Making Do and Getting By』
リ チ ャ ー ド・ ウ ェ ン ト ワ ー ス（Richard 

Wentworth , 1947 -  ）

　この写真集では、ゴムの長靴をドアの下に差

し込んで止めている写真や、フェンスの尖った

先に紙コップが刺されている写真、ガタガタし

た舗装のくぼみにゴミ屑が集まっている写真

や、何度も修繕された舗装の写真などが集めら

れている。これは無意識の、人間が持ち合わ

せた本能のような行為のあとと言えるだろう。

ウェントワースはそういったものを見たときに

ついて、「これほど即座にその意図を読み解く

ことができるというのが、未だに半ば奇跡的に

思われます。慣れっこになんて決して慣れない

でしょう」と語った。

ロジェ・カイヨワ

（Roger Caillois　1913 - 1978 ）

　『遊びと人間』を著したカイヨワは、自身も

遊びを愛する美しい石のコレクターでもあっ

た。『石が書く』では、次のように述べている。

"あちこちに石がみずから書き残したしるしは、

それにこだまを返す他のしるしの探索と精神を

誘う。私はこうしたしるしの前に佇み、みつめ、

記述する。そのとき、遊びがはじまる、発明で

あると同時に認識でもある遊びが。"

　タバコを吸うひと、居眠りをするひと、自転車や空き缶をそっと並べて置いて立ち去るひと、道端に捨てられた壊れたものを組み合わせて遊ぶひと ...... このような

無意識的な、しかし一抹の後ろめたさを抱くようなふるまいがテラン・ヴァーグでは多く見受けられた。こういった行為は人間が根本的に必要としているものであり、

それらを許容する空間が、テラン・ヴァーグの魅力の特徴としてあげられそうだ。

　敷地をぐるりと「囲う」もの、片隅に「取り残され」た様々な断片、誰かの「遊び」の痕跡、「禁止」を呼び掛ける看板、解放された大地に「根をはる」植物たち、

居場所を求めて「集まる」様々な生き物たち ...... テラン・ヴァーグにつきもののものたちについて『テラン・ヴァーグあるある』として小さな辞典にまとめてみる。

04　テラン・ヴァーグと人々のふるまい

05　テラン・ヴァーグあるある

SMOKING

SLEEPING

PLAYING

PARKING

DRINKING

BORROWING

03　参考文献・作品

02　テラン・ヴァーグと遊びの思想

01　忘れられた庭の魅力から

囲われる 取り残される 遊ばれる 禁止される 集まる根をはる

お金のかけられていない

ラフな囲われかたである

ほど、不確定さや生産性

の無さを強調し、未知性

や自由を想起させるより

魅力的なテラン・ヴァー

グを演出していることが

多い。

都市に取り残された断片

は、周囲とのギャップが

大きければ大きいほど、

人々により強い印象を与

え、そこにあったであろ

う様々な物語を想起させ

る。時間や空間を越えた

この物語は、都市に暮す

人々にささやかな豊かさ

をもたらしてくれる。

生産性を失った場は、人々

の遊びを誘発する。人の

目につかないような場所

であるほど、無意識的な

遊び（組み合わせる、配

列するなど）が、目につ

くかつかないかのギリギ

リの場所ではグラフィ

ティなどの意識的な遊び

が繰り広げられている。

テラン・ヴァーグは必ず

と言って良いほど誰かに

所有・管理されている場

所である。立ち入りやゴ

ミ捨ての禁止看板は起こ

りうる様々な事故の責任

を回避するのに有効な手

段として掲げられるが、

テラン・ヴァーグの魅力

を減らす要素でもある。

テラン・ヴァーグは、鳥

や風が運んできた種が根

をはり、植物が都市にお

いて勝手に育つことが許

される貴重な場である。

セイタカアワダチソウな

ど背丈の高い植物や蔦は

律儀に引かれた境界線を

曖昧にし、ゆらぎをもた

らす存在となる。

植物が繁茂するテラン・

ヴァーグには蝶々やミツ

バチ、鳥など都市に暮ら

す様々ないきものたちが

集まってくる。小さな緑

地が連続的に繋がった地

域では、より豊かな種類

のいきものたちを目にす

ることができる。

Terrain Vague Network　 〜都市のリダンダンシーと建築のふるまいについて〜



堀
moats

200 m1/50000

○日本国憲法第 1章（天皇）と第 3章（国民）のあいだ　◯東京

の中心の広大な空白　◯江戸城跡であり、堀によって物理的にも切

断された島は現在も厳重に警備されている　

史跡 /堀割

皇居
the Imperial Palace

場所：東京都千代田区千代田

成分表：
ingredient：

堀 / 高速道路 /東京の中心の広大な森 /多
様な動植物 ( オオタカ /オオミズアオ /フ
キアゲニリンソウ /イシカワモズク /タヌ
キなど )/ 天皇 /ときどき観光客

moats/h ighway/vast  fores t  in  the 
center of Tokyo/various animals and 
p lan ts (Nor the rn  Goshawk /Japanese 
moon moth/Anemone imperialis Kadota/
Batrachospermum atrum/Raccoon dog, etc.)/
the Emperor/tourists(sometimes)

住宅
house

古い長屋
old terrace house

図書館の駐輪場
bicycle parking around the library

柵(木材+ロープ)
timbers and ropes

縁石
curbstone

かたむいた電柱
leaning utility pole

○建物の解体（減築）によって生じた空地　○建設予定の看板など

がない、保留の土地　○向かいの図書館の駐輪場と一緒になって

ぽっかりとした場を生じている　○木の角材とロープで簡易に囲わ

れている　○赤い家の土地とひと続きになっていて、実は空き地の

ように見える庭

空地 /放棄された庭

保留空地（私有地）
putting on hold : vacant lot [ privately-owned ]

場所：東京都文京区根津

成分表：
ingredient：

家の外壁(裏面 )/縁石/40角の木材とロー
プの囲い /コケ類 /様々なロゼット ( セイ
ヨウタンポポ /ヒメジョオン /ノゲシ /メ
マツヨイグサなど )

outer wall of the house(back side)/
curbstone/a boundary line made of 40cm 
square timbers and ropes/moss/various 
rosette(Dandelion/Annual fl eabane/Common 
sowthistle/Common evening primrose, etc.)

病院
hospital

寺
temple

堤防公園
levee park

アパート
apartment

トンネル
tunnel

高速道路
highway

○建物の解体（減築）によって生じた空地　○建設予定の看板など

がない、保留の土地　○東京都立隅田川高等学校堤校舎跡地　○学

校のフェンスで囲われている　○堤防と堤防のあいだ（堤防の一部）

空地 /公共施設跡地

保留空地（公有地）
putting on hold : vacant lot [ public land ]

場所：東京都墨田区堤通

成分表：
ingredient：

刈られて枯れた植物 / 大きなアパートの
ファサード /公園の樹木 /とりのこされた
学校のフェンス

mowed and withered grasses/facade 
of large apartment/trees in the park/
leftovers of school fences

給水塔
water tower

木
tree

古いアパート
old apartment

縁石
curbstone

空地
vacant lot

○それぞれフェンスで囲まれた給水塔と空地のあいだ　○給水塔も

空地も同じ都営アパートの敷地内にある　○給水塔はアパート建設

時に安全対策のために、空き地は児童公園の跡地を立ち入れないよ

うにするために、それぞれ別の時代に囲われた　○通り抜け可能な

隙間であるが、前後の木々がやんわりと立ち入りを拒否する

隙間 /細長

折衝回避
avoiding negotiation

場所：東京都港区北青山

成分表：
ingredient：

空地を囲むフェンス /給水塔を囲むフェン
ス /アパートの外壁 /多様な植物 ( ヘクソ
カズラなどのツル / セイタカアワダチソ
ウ /ツユクサ /イヌダテなど )/ 木 / 縁石 /
量水器 /放置された自転車

fences around a yard/fences around a 
water tower/outer wall of apartments/
various types of plants(climbers like Skunk 
vine/Canada goldenrod/Asiatic dayflower/
Creeping Smartweed, etc.)/tree/curbstone/
water meter/abandoned bicycle

コンクリートブロック+フェンス
blocks+fence

整然と並ぶ戸建て住戸
well-ordered houses

敷地境界線
border

20 m1/500

○家と家の間　○民法 234 条第一頁 / 全国民時慣例類集第 3章 /

建築基準法 65条が、たいてい見えてくる　○「都心の密集する建

物と建物の間に律儀に残された奇妙な「空隙」、切れ切れに裁断さ

れ打ち捨てられた「空間」なき空間、「光」と「闇」とを縫い合わ

せる「縁」、または東京唯一の誰のものでもない開放ネットワーク、

そして来るべき「都市」の 16タイプ」- 鈴木了二『16の空隙都市』

隙間 /細長

調停
avoiding negotiation

場所：東京台東区上野

成分表：
ingredient：

外壁 /配管 /換気窓 /ベントキャップ /室
外機 /使っていない資材 /コケ類 / ときど
きネコ

outer wall/piping/ventilator/vent cap/
outdoor unit/unused materials/moss/
cats(sometimes)

○歩道橋の下を利用されないようにするために、フェンスが設えら

れてできた空地　○駐輪場として、ホームレスの拠点として、など

理由は様々あると考えられる　○点字ブロックと平行するように

フェンスがあることから、目の不自由な人の危険回避のためである

かもしれない　○梁の上の鉢が、何者かが侵入した後であることを

暗示する

インフラ副産

利用禁止（歩道橋下）
use prohibition : under the pedestrian bridge

場所：東京都渋谷区渋谷

ガードレール
guardrails

歩道橋
footbridge

点字ブロック
braille block

花壇
flowerbed

駐車場
parking lot

成分表：
ingredient：

歩道橋 /橋脚を囲うフェンス /花壇 / 花壇
の上のフェンス / 橋の梁上の鉢 / 点字ブ
ロック / 公園 / 駐車場 / 荒地の植物 ( 葛 /

カー

footbridge/fences around bridge pier/
flowerbed/fences on the flowerbed/
flowerpot on the beam of the bridge/
b r a i l l e  b l o c k / p a r k / p a r k i n g  l o t /
weeds(Kudzu/Ragweed/Plume poppy, etc.)/
litter/stickers

○歩道と歩道のあいだ　○渋谷川暗渠上で公園のような場所　○

1964 年の東京オリンピックに向けて暗渠化された河川のうちの一

つ　○中央に茂る樹木が下を流れる水を想起させる　

開発副産

暗渠公園
culvert park

場所：東京都渋谷区渋谷

キャットストリート(歩行者天国)
Cat Street : pedestrian zone 

明治通り
Meiji Street

100 m1/2500

成分表：

ingredient：

ガードレール ( 歩道と空地のあいだ )/ コ
ンクリートで覆われた地面 / ふさがれた
渋谷川の上 /中央の木々 /グラフィティや
ステッカー

guardrails(between path and yard)/
conc re t e  cove r ed  g round/on  t he 
underground Shibuya river/central trees/
graffitis and stickers

○スーパー堤防を整備する際、船着場だった場所を埋め立ててでき

た斜面地　

未利用地 /インフラ副産

インフラ副産 (堤防 /盛土）
by-product of infrastructure : levee / slope embankment 

場所：東京都荒川区南千住

スーパー堤防(盛土)
super levee : slope embankment 

船の係留所跡
moorage for ships ruins

成分表：
ingredient：

川 / 堤防を覆う葛 / その他の荒地の植物
( セイタカアワダチソウ /ススキなど )/ 水
鳥のとまる支柱 / 歩道と斜面の間のフェ
ンス

r i v e r /Ku d z u  c o v e r i n g  t h e  b a n k /
weeds(Canada goldenrod/Japanese silver 
grass , etc.)/poles for waterfowls/fences 
between the path and steep

○特に建設用地が小さく、経済的なトランペット型（270 度のカー

ブを描く）はインターチェンジで多く見られる　　

未利用地 /インフラ副産 /斜面地

インフラ副産（ランプ）
by-product of infrastructure :　ramps 

場所：東京都大田区平和島
排水機場
drainage pumping station

株式会社はとバス
HATO BUS CO.,LTD.

首都高速1号羽田線
Route 1 : Shuto Expressway

環七通り
Loop 7 : Kan-nana Dori

成分表：
ingredient：

小さな森 /空 / 高速道路 /芝 / ガードレー
ル /街灯

woods/sky/highway/lawn/guardrails/
lights

○道路の方向を二手に分けた際、中央に生じる緩衝空間　

未利用地 /インフラ副産

インフラ副産（中央分離帯）
by-product of infrastructure :　median strip 

場所：東京都渋谷区代官山

駐車場
parking lot

公開空地
public open space

成分表：
ingredient：

ガードレール /車止め /緩衝帯を囲むフェ
ンス /荒地の植物 ( ツル植物 / ヤブマオ /
エノコログサなど )/ 大きな水タンク

guardrails/car stoppers/fences around 
a  buffer ing zone/weeds(c l imbers/
Boehmeria/Green bristlegrass )/big water 
tank

○ JR 中央線 ( 旧甲武鉄道 /1894 年開通 ) の鉄道整備によって生じ

たヘタ地　○所有者は JR　○江戸城外濠跡（1636 年完成 /1956

年国史跡指定）　○四ツ谷見附跡　○対称の軸線をもつ迎賓館（設

計 : 片山東熊 /1909 年建築 /2009 年国宝指定）のデザインコード

を引き継ぐ都市景観を保護するため駅前であるにも関わらず大きな

商業施設などが建てられない　

インフラ副産 /ヘタ地 /史跡 /景観保護

駅前ホール
hole inflont of the station

場所：東京都新宿区四ツ谷

交番
Koban

駅前広場
station square

線路
railway

ホーム
platform

四ツ谷駅
Yotsuya Station

迎賓館へ
to State Guest Houses

高木
tall trees

四ツ谷見附橋跡
Yotsuyamitsuke Bridge ruins

成分表：

ingredient：

擁壁 /四ツ谷見附橋 /資材置き場のフェン
ス /それらを覆うツル /一面の芝 /線路脇
の高木 /四ツ谷駅

retaining wall/Yotsuyamitsuke Bridge /
fences of stockyard/climbers covering 
these/overgrown lawn/tall trees nearby 
the railway/Yotsuya Station

○都営青山北町アパートの立ち退き途中の庭（東京都の所有する公

有地）　○旧師範学校跡地　○オリンピックに向けた再開発が行わ

れる予定地　○アパート群敷地内中央に道が通っていて、青山通り

と裏の小道を繋いでいる　○周辺と比べて非常に疎である　○ワー

ルド青山ビルのエントランスはこのアパートの庭を借景している

開発副産 / 建設予定地

立ち退き途中（アパート）
middle eviction

場所：東京都港区北青山

善光寺
Zenkoji Temple

青山通り
Aoyama Street

成分表：

ingredient：

立ち退き途中のアパート /放棄された庭 /
様々な雑草 / 古びてガタガタになったサ
イン /高く育った樹木

apartment being evicted/abandoned 
garden/various weeds/old and tattered 
sign/overgrown trees

100 m1/2500

○東京都市計画道路事業補助線街路第 26号線の計画地で、立ち退

き途中の区画　○道路になる部分は立ち退いた家のほんの隅の一部

で、ヘタチの図と地が反転した状況が一時的に生まれている　○平

成 19年に都市計画法の事業許可の告示があり、現在（平成 28年

９月）はこの周辺を除いた大部分の立ち退きが完了し、道路の整備

工事が進められている　

インフラ副産 /立ち退き途中

逆ヘタ地
reverse of HETACTI

場所：東京都目黒区中央町

都市計画道路予定地
scheduled areas for city planning road

成分表：
ingredient：

道路予定地を囲うフェンス /ブロック塀 /
木角材とフェンスの柵 /縁石 / 量水器 / 資
材 /土 ( 黒色 )

fences around road planned area/block 
fence/a boundary line created by square 
timbers and ropes/fences/curbstone/
water meter/materials/black soil

○東京都市計画道路事業補助線街路第 26号線の計画地で小学校の

跡地　

インフラ副産 /公共空地

インフラ副産（都市計画道路）
by-product of infrastructure : city planning road

場所：東京都目黒区中央町

児童館
children's house

運動場
playground

都市計画道路(工事中)
city planning road : Men Working

成分表：
ingredient：

空地を囲うフェンス / 工事用パネルフェ
ンス /荒地の植物 ( エノコログサ /オオア
レチノギク /メヒシバ /ヒメコバンソウな
ど )

fences  a round  a  ya rd/ t empora ry 
enclosure panel/weeds(Green bristlegrass/
Sumatran fl eabane/Crabgrass/Lesser quaking-
grass, etc.)

○造成が繰り返されてできた　○雛壇の上には郵便局や外交資料館

が並び、一番下には古い住宅やマンションが並ぶ。その間の２段が

他の生き物たちの居場所となっている

造成副産

雛壇擁壁
tiered retaining wall

場所：東京都港区虎ノ門
三年坂
Sannen-zaka

麻布郵便局
Azabu Post Office

外交史料館
Ministry of Foreign Affairs of Japan

100 m1/2500

成分表：

ingredient：

3 段の擁壁 /荒地の植物 ( セイタカアワダ
チソウ /アレチウリ /オオアレチノギクな
ど )/ 枯れたアイビー / 擁壁の上の木 / 木
の下にとりのこされたフェンス

three stages retaining wall/weeds(Canada 
goldenrod/Burr cucumber/Sumatran fl eabane, 
etc.)/withered Ivy/trees on retaining wall/
leftovers of fences under the tree

鉄道(盛土)
railway : slope embankment 

公園
park

公園
park

ビル群
a group of buildings

マンション
apartment

200 m1/5000

○新宿方面の台地と渋谷の谷底低地の高低差を調整し、鉄道（山手

線）を通すために盛り土をし、整備された線路の脇の斜面地　○危

険防止のため、斜面地の足元両脇は二重の柵が設けられ、容易に立

ち入ることはできない　○細長く続く線路脇の斜面地には、鉄道の

資材倉庫等が置かれていることはあるが、ほとんどの部分は使われ

ず、蔦やセイタカアワダチソウなどで覆われている

未利用地

インフラ副産（鉄道 /盛土）
by-product of infrastructure : railway/slope of embankment

場所：東京都渋谷区神宮前

成分表：
ingredient：

斜面を覆うツル ( 葛 )/ 公園の木 / 線路 /
線路を囲うフェンス /鉄道のための設備 /
ビルの裏面

Kudzu  covering the slope/trees in the 
park/railway/fences surrounding the line/
equipment for railway/back side of the 
building

○首都高晴海線と都心環境戦が結ばれる計画があったが、中央区が

2010 年に「首都高速晴海線計画の見直しを求める意見書」を提出

したことにより、計画が凍結された　○現在は仮に「築地川公園」

となっており、道路用に整備されたコンクリートの地面の上にバス

ケットコートが用意されている

インフラ副産

計画凍結（高速道路）
plan freeze : highway

場所：東京都中央区築地

駐車場
parking lot

ガソリンスタンド
gas station

駐輪場
bicycle parking

新富町駅
Shintomicho Station

成分表：
ingredient：

ふさがれたトンネル / 擁壁 / 凹地を囲う
フェンスと低木のセット / コンクリート
に砂がまかれた地面 /周辺の高い建物 /公
園の階段 /バスケットコート /ベンチ

closed tunnel/retaining wall/set of fences 
and bushes surrounding the depression/
sand-scattered concrete ground/tall 
building in the neighborhood/stairs of the 
park/basketball court/bench

○玉川上水余水吐跡　○ 1653-1901 年まで使われていた、生活用

水路で渋谷川と玉川上水を繋いでいた　○様々な川や水路と同様に

1964 年の東京オリンピックに向けての都市整備で暗渠となった　

○現在は新宿御苑の土地であるが、新宿御苑のフェンスは玉川上水

余水吐跡の形を残すように、その内側に設けられている

保護・保存 /インフラ副産

史跡（玉川上水余水吐跡）
historic site : Tamagawa waterworks' spillway

場所：東京都新宿区内藤町

擁壁
retaining wall

住宅地フェンス
fences of apartment

水の道の跡(ふさがれている)
water mark of the irrigation ditch : closed

歩道
sidewalks

新宿御苑フェンス
fences of Shinjuku Gyoen National Garden

倉庫
warehouse

成分表：
ingredient：

マンションのフェンス /擁壁 /新宿御苑の
フェンス /湿った地面に見られる植物 ( コ
ケ・シダ類 )/ 境界をこえてのびる木々

fences of apartment/retaining wall/fences 
of Shinjuku Gyoen National Garden/plants 
in humid place(Bryophyte/Pteridophyta)/
overgrown trees

鉄道
railway

電線
inclined utility pole

鉄道(掘削)
railway : slope of ditch

○新宿方面の台地と渋谷の谷底低地の高低差を調整し、鉄道（山手

線）を通すために掘割をし、整備された線路の脇の斜面地　○危険

防止のため、斜面地の足元両脇は二重の柵が設けられ、容易に立ち

入ることはできない　○細長く続く線路脇の斜面地には、鉄道の資

材倉庫等が置かれていることはあるが、ほとんどの部分は使われず、

蔦やセイタカアワダチソウなどで覆われている

未利用地

インフラ副産（鉄道 /掘割）
by-product of infrastructure : railway /slope of ditch

場所：東京都豊島区目白

成分表：
ingredient：

線路 /線路を囲うフェンス /ガードレール
/荒地の植物 ( セイタカアワダチソウ /オ
オアレチノギク /センダングサ /エノコロ
グサ /メヒシバなど )/ 電線 /擁壁

railway/fences surrounding the line/
guardrails/weeds(Canada goldenrod /
Sumatran fl eabane/Bidens/Green bristlegrass/
Crabgrass , etc.)/electric cable/retaining 
wall

200 m1/40000

200 m1/10000

200 m1/80000

○東京最後の埋立地　○中央防波堤は東京都民の排出するゴミを処

分するため、1973 年頃から埋め立てに着手　○住所も決まってお

らず、現在は江東区と大田区が帰属を主張している　○埋め立てが

終わり（2065 年頃満杯になると言われている）、ゴミによって生

じるガスを抜き終わるまで、当分の間使うことができない

インフラ副産 /利用不可

保留空地（利用不可）
putting on hold  : reclaimed land

場所：東京都江東区青海三丁目地先
海
Tokyo Bay

成分表：
ingredient：

ゴミの地面 /空 / 海 / 荒地の植物 /ガス抜
きのためのパイプ /ショベルカー

pile of garbage/sky/sea/weeds/pipe for 
removing gas/digger

東京体育館
Tokyo Metropolitan Gymnasium

鉄道
railway

高速道路
highway

明治神宮外苑
outer gardens of Meiji Shrine

軟式球場
ground for rubber baseball

神宮球場
the Jingu Stadium

都営霞ケ丘アパート(解体中)
Kasumigaoka municipal apartment : under demolition

200 m1/10000

○ 2020 年東京オリンピックのための新国立競技場建設予定地　○

2012 年にコンペでザハハディッドの案が選ばれるも、都市景観に

そぐわない巨大さと、莫大に膨らんだ建設費が理由で、2015年7月、

安倍首相によって計画が白紙撤回された。ドタバタの中で解体工事

が予定より早く行われていたことにより、この時、偶然姿を現した

都市の中の巨大な空地。

空地 /公共施設跡地

保留空地（建設予定）
putting on hold : planned construction site

場所：東京都新宿区霞ヶ丘町

成分表：
ingredient：

地面全体を覆うクローバー /大きな空 /は
なれた街並 /水たまりに映り込んだ景色 /
工事用パネルフェンス

White clover covering the whole ground/
the dome of the sky/townscape seen at 
distance/scenery reflected in a puddle/
temporary enclosure panel

KOKYO

H23

KOKYO

2016

　テラン・ヴァーグは都市では主に未利用地として地図に描かれることが多い。東京都土地利用現況 GIS データを用いてその動向を観察したところ、ほとんど

一定の割合で未利用地が存在し続けていることがわかった。いくつか特徴のある場所をピックアップして GIF データにしてまとめ、その動向がよく見えるよう

にした。下図は平成 23年の未利用地（黄色部分）をプロットしたものである。

　対象を東京都 23区内でみられるテラン・ヴァーグとし、合計 21タイプについての構成と履歴のリサーチをおこなった。さらに、それらをアクソメと写真を用いた記述を通し、分析を行ったものを一冊の図鑑にしてまとめた。左ページでは構成

要素と履歴を記述し、右ページではそこに現れてくるものを〈成分表〉として書き出している。これは、同じくボイド空間をリサーチしたアトリエ・ワン著『メイド・イン・トーキョー』のオマージュである。

07　遍在する未利用地06　テラン・ヴァーグ図鑑

H3 H8 H13 H18 H23

○造成が繰り返されてできた　○雛壇の上には郵便局や外交資料館

が並び、一番下には古い住宅やマンションが並ぶ。その間の２段が

他の生き物たちの居場所となっている

造成副産

雛壇擁壁
tiered retaining wall

場所：東京都港区虎ノ門
三年坂
Sannen-zaka

麻布郵便局
Azabu Post Office

外交史料館
Ministry of Foreign Affairs of Japan

100 m1/2500

成分表：

ingredient：

3 段の擁壁 /荒地の植物 ( セイタカアワダ
チソウ /アレチウリ /オオアレチノギクな
ど )/ 枯れたアイビー / 擁壁の上の木 / 木
の下にとりのこされたフェンス

three stages retaining wall/weeds(Canada 
goldenrod/Burr cucumber/Sumatran fl eabane, 
etc.)/withered Ivy/trees on retaining wall/
leftovers of fences under the tree

Terrain Vague Network　 ～都市のリダンダンシーと建築のふるまいについて～

UENO

SHINBASHI MACHIYA SHINJUKU

YOTSUYA

CENTRAL BREAKWATER

MEGURO OMOTESANDO



a : かえるのための連続的な緑地街道

b : リスなど、小動物のための橋

C ：屋根の上の渡り鳥の休憩所

d : たぬき専用トンネル

e : ミツバチの巣箱

f ：トンボが育つちいさな水辺

g : 関東タンポポの保全

a c

e

f

g

g d

b

チューニングインフラ LIST（例えば）

Terrain Vague Network　 ～都市のリダンダンシーと建築のふるまいについて～

移動力は中程度で 400 ～ 600 ｍ。花壇や植え

込みなどの植栽地や小規模な緑地でも誘致が可

能。都心部でも広く見られる蝶々は判別しやす

く、狭い範囲の生態系の指標性が高い。

行動範囲はおよそ半径 2～ 4㎞。受粉を促し、

植物たちの生命活動を支える。屋上での養蜂は、

蜂蜜が収穫できるだけでなく、その成分を調べ

ることで地域の植生の観察を可能にする。
ミツバチ

蝶々

移動距離は小型～中型のもので 200 ～ 600 ｍ、

大型のアズマヒキガエルなどで 200 ～ 1.5㎞。

カエルの存在は、豊かな林床や落ち葉が溜まっ

ている樹林地と水辺が一体となった、都心部で

は減少しつつある環境があることを示す。

移動力は中程度で 700 ～ 3㎞。樹林、草地、水

辺地（池やプール）に生息し、生活史のステー

ジにより生活環境を変える。繁殖地は水辺で、

人間の手入れの少ない荒れた場所の方が好まれ

ることが確認されている。
トンボ

カエル

移動力は高く、数 100㎞飛ぶものまでいる。都

心部の樹林地に生きる鳥たちは、山間部での大

きな動物たちからの捕食から逃れようとやって

きたものが多い。警戒心が強いものが多く、人

間の目を避けるように生活をしている。

移動距離は 1～ 2㎞。都心部に残された大型緑

地を、排水溝などを利用しながら移動して生き

ていると観測されているが、高速道路等がその

行動範囲を大幅に縮めている。

鳥

タヌキ

テラン・ヴァーグを行き来する生き物たち（一例）

草刈りの頻度と植生の変化

Terrain Vague Network の構築

例 ） 建物と建物の間に生まれた空地

年に 4～ 5回 ( ～ 20cm）：バッタやシジミチョウ

クローバー、タンポポ、ハハコクサ、ホトケノザなど

年に 2～ 3回（～１m）：アゲハ類

イヌムギ、ネズミムギ、ノゲシ、ヒメジオンなど

年に 1～ 2回（～２m）：トンボ類、鳴く虫

アキノキリンソウ、ノハラアザミ、シラヤマギクなど

空地＝ Gap の発生 柵で囲われる 人が手を加えない領域を設ける その領域の外側は緩衝地帯

チューニングインフラ

（都市に切り目を入れる）

大型緑地、公園

Gap Dynamics  ⊃ Terrain Vague

　ギャップダイナミクスとは、森林生態学の用語の一つである。森林が、部分的に壊れては遷移することを繰り返し、全体として極相の状態

を維持すること（狭義のギャップダイナミクス）や、そういった考え方（広義のギャップダイナミクス）を示す。森林におけるギャップとは、

林床の暗い森林に出来た、林床まで光が差し込む隙間である。極相林では背の高い陰樹により林冠が形成され、林内は暗い状態であるが、自

然災害・伐採・老衰・病気等によって高木が倒れると、周囲を巻き込んで林冠に大きな隙間を生じ、林床まで光が差し込む隙間が出来る。こ

の光あふれる大地には、林冠において育つことが出来なかった草花が姿をあらわし、そういった草花や光を求めて様々ないきものが訪れる。

場所を移しながらも極相林には常にギャップが生じており、そこがいきものたちにとってのオアシスとなっているのである。

　建物が密集する都市において、テラン・ヴァーグはまさにギャップ的役割を担っている。これは主に荒地や空地・未利用地として現れ、都

市に生きる様々ないきものたちが訪れる場となっている。人間も例外ではない。一方現状、テラン・ヴァーグは人々からポジティブに受け入

れられることは少なく、どちらかと言えば治安悪化や賑わいの喪失、雑草の繁茂などの「空き地問題」として取り上げられるのが一般的だ。

しかし同時に、2020 年の東京オリンピックにむけて新国立競技場が新設される際、東京の中心に大きな空地が出現したのを見た人々から「こ

のままでいいのに」という声が上がったことは記憶に新しい。これは混乱の中で出てきた人々の本能的・本質的な欲求なのではないだろうか。

テラン・ヴァーグがあってよし（必要だ！）と、肯定的に捉えられる都市の実現に向けた、建築的提案を行う。

　Terrain Vague とは、都市において、もはや空虚で占有されていない、不安定で曖昧な場であると同時に未知性や

自由への期待を想起させる場を示す造語（フランス語）である。主に空地や未利用地として現れるこの風景は、用途

や活動の不在がもたらす、ある種の清々しさが魅力的だ。一義的な有為性の感じられない風景が、人間の本質的な部

分に作用する、ある種の豊かさをもたらしているのかもしれない。そんな Terrain Vague を、新しい都市の庭として

迎え入れてはどうかと考えた。そこをいきものたちが行き来できるようにネットワークを構築する。そうして植物の

ダイナミックな動きを受け入れる新たな都市のネットワーク＝ Terrain Vague Network を提案する。

Terrain Vague Network



　空地問題としてよく取り上げられる雑草の草刈りをヤギ

に行ってもらうプロジエクトである。草刈りにつきものの

騒音問題と廃棄物の問題をうかせることができる。また、

植物の植生は、草刈りの頻度によって少し調整をすること

ができることから、部分的にヤギに刈らせない場所を設け、

同一敷地内に植生のギャップをつくり、小さな敷地の集合

でも生態系の動きを促すことが可能であると考えた。

　首都高によって分断された自然教育園とその飛び地の間にかかる、動物専用の橋で

ある。橋をかけることで、高い塀で囲われ、独立していた自然教育園の生態系を少し

ずつ回復し、結果として、周辺を含めた敷地全体の環境の変化を促すことができるの

ではないかと考えた。また、人間が利用することを想定しない、新しい構造やスケー

ルを持ったストラクチャーは、一元的な有用性を超えて、都市に新たな豊かさや喜び

をもたらすことだろう。

　立ち退きが完了したがその後の計画の見通しが立っていない青山北

町アパートを、工事が始まるまでのあいだ、一時的に公園にする提案

である。豊かな植栽をそのままに、基礎、水回り、階段室などを部分

的に残しながら解体を行う。立ち退きが完了したら団地の周りをフェ

ンスで囲い、一帯を公園にする。ここでの活動は「自己責任」のもと、

何をするも自由だ。部分的な解体によって生じた凸凹には、鳥やミツ

バチなど都市にくらすいきものたちが借り住まいを始めるだろう。

草刈りヤギのパオ

ハイウェイ・ブリッジ
テラン・パーク

植物が繁茂した空地

（そろそろヤギがやってくる）

草刈りヤギのパオ

セット内容

トリーマンション住戸プラン

（巣箱のサイズと設置高さの基準表）

躯体に使用するフェンス

（基本のフェンスと高尺フェンスを組み合わせる）

部分的に解体する

（キリトリセンが見えてくる）

解体を途中でやめる

（様々な時代に修繕された水回りが見えてくる）

ヤギに草を刈られた空地

（一部は刈らずに残しておく）　インフラ副産型のテラン・ヴァーグなど、フェンスが線状に連なる風景に介入する、鳥のためのマ

ンション。よく見られるフェンスを組み合わせて作る、高さ 12メートル・幅１メートルのタワーマ

ンション型。周囲の立ち入り禁止エリアには、鳥たちが運んできた様々な植物が花を咲かせるだろう。

トリーマンション

Terrain Vague Network

　テラン・ヴァーグを肯定的に内包する都市の実

現に向けて、テラン・ヴァーグと建築・都市空間

の間に生まれる軋轢をやわらげ、両者を含む全体

的なまとまりとして空間の質を高めるような、小

さな建築とそのネットワークの提案を行う。

Terrain Vague Network　 ～都市のリダンダンシーと建築のふるまいについて～
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